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１．研究課題 

（和文）行動認識のための統計的分析方法の開発と評価 

（英文）Development and evaluation of statistical methods for human behavior recognition 

 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

 人間行動データとしては，種々のものが考えられるが，本研究では主として歩行動作を扱った．歩行動

作の特徴付けの問題は，統計学ベースとしたランダム性を考慮した研究はなされていない．こうした問題

に対応した新しい測定データの解析法に対する貢献が１つの目標である． 

 正面からのビデオ動画像を用いて，歩行の特徴量を算出する統計的方法を開発が重要である．これまで

この分野における研究論文は，ほとんどが側面からの動画像の分析であった．正面からの動画像は，被験

者がカメラに向かって近づいてくることに伴うスケーリング・ファクターの推定というむずかしい問題が

生じてしまう．この問題は統計的方法でクリアできることが我々の研究で分かってきている．正面からの

映像を取り組む理由は，歩行時の左右のブレが歩行の個人差特徴量として大きく捉えられるからである．

利き足がどちらかとか，利き足に体重が乗った時の方が左右のブレの巾が少ないというような個人の意識

別につながるようなことがわかってきた．これらをもう一歩進めると同時に，スケーリング・ファクター

の推定のために，歩行の等速性の条件を緩めることである．現状はローカルには等速度歩行を仮定してい

るが，例でない場合に対しても効果的にこのパラメータを推定する必要がある．本研究では，これまでに

得られた結果をベースとして歩容認証の統計基礎モデルを開発し．歩容認証システムとして利用可能なレ

ベルである認識精度が得られたと考えている． 

 

（英文） 

In this study we study primarily on statistical modeling for human gait data.  The problems of 

human gait analysis are based on non-random frameworks.  We considered the random situation for 

gait modeling and developed the statistical models for new data on human walking measurements.  

Our model is also reasonable for human recognition tools from the view point of recognition rate.   
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